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Koichiro Inada

Progresses and plans, Sep. 26th

・Stability of DC
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直流電源電圧の変動

26.8mVpp

直流安定化電源

単4乾電池

図1 直流電源電圧の比較
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乾電池を用いると電圧変動は1/5程度
トリガ50Hz電源電圧
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乾電池を用いたLD用直流電流源

E（乾電池）

RA RX

LD

A

V

ILD

ILD：注入電流

図2 乾電池を用いた電源

電源部 RD ：微分抵抗
=3.0～4.5Ω（NEL）

E=1.5V

RA+RX＞4.4Ω
ならば ID≦200mA

（微分抵抗RD）

最大注入電流を決定 電流を調整

RA=4.4Ω
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乾電池使用による周波数ゆらぎ

設定温度25.0℃

使用したレーザー：NEL製 型番
NLK1C6BAAA SN/511091
室温21.9℃、湿度54.4%

図3 NEL-DFBレーザのピーク波長の

注入電流依存性
（中本 2006/8/5）

ΔI=VPP/(RA+RX+RD)

=0.48mA (ID=150mA)

nm (左図より）

Δf=250MHz （乾電池）

=1.4GHz （安定化電源）

DFB-LD 1台あたり電源由来の
周波数ゆらぎを1/5に

2台使うヘテロダインでは1/10？

5.6倍

3100.2 −×=∆λ
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温度コントローラによる周波数ゆらぎ
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注入電流150mA

使用したレーザー：NEL製 型番
NLK1C6BAAA SN/511091
室温21.9℃、湿度54.4%

図4 NEL-DFBレーザのピーク波長の

温度依存性
（中本 2006/8/5）

ΔT=0.002℃ （TED200）

4103.2 −×=∆λ nm (左図より）

Δf＝28MHz

温度安定性による周波数揺らぎは
電源によるものよりも小さい

電源の安定性が重要
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Plans

• 乾電池を用いた電源回路製作

→DFB2台ヘテロダイン実験

• 2.5kmファイバによるDFB-LDの線幅測定

（10月第2週頃到着）

• 箱詰めに必要な部品の注文
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• 1段上の目的

DFB-LD ビートスペクトル幅の原因を調査し、原因を低減する。

発表後の追加スライド
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中心周波数  16.6GHz
ピーク値  -26.3dBm
FWHM 11MHz
消光比 40dBm

DFB2台ヘテロダインによるビートスペクトル
2006/07/18

○精度の良い温度コントローラを使うこと
によって11MHzまでは細くなった

さらに細くするにはどうすればよいか？

1MHz程度まで細くしたい

（Disc-loopパルス列の縦モードの分離の

為）

11MHz
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Progresses and Plans(September)

奥平将俊

2006/9/26
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項目

• WDMカプラーとは

• WDMカプラー損失測定

• Bookham社製９８０nm Pump LD動作試験
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WDMカプラーとは

用途
特定の波長の光を特定ポートから入射
して同一ポートから出射したり（合波）複
数の波長を同一ポートから入射して特定
のポートにそれぞれ波長を分けて出力
する（分波）

具体例としは
・二波長合波分離
・EDFAの信号光・ポンプ光合波

特徴
・挿入損失が小さい
・光ファイバーとの接続がしやすい
・価格が光学部品などを使用した

製品と比較してコストが安い
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WDMカプラー損失測定(980nm)
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WDMカプラー損失測定(1550nm)
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Bookham社製980nm Pump LD動作試験

Bookham
980nm Pump LD ディテクター

パワーメーター電流計
モニター電流

ディテクター部

980nm Pump LDの動作試験は下図の

ような単純な構成で行った。
右図はディテクター部分である。

構成図
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980nm Pump LDのV-I,L-I特性
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V-Iについて
立ち上がり電圧は共に1.3V付近であり、データシートと良く一致した。その後の傾向も良く似ている。
L-Iについて
二台とも電流上昇と共に出力が増加している。484は900mA注入において480mWまで出たが、654は
408wWまでしか出なかった。その後ファイバーの先端をカットしてから再測定したところ520mW出力を示した。
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付録 Bookham 980nm Pump LD 測定結果

14503652.14014354152.115800

14943852.19314824482.166850

15434062.24615274802.216900

13803422.08913604022.065750
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4771.356477.51.35250

202.31.344192.51.34240

501.326501.32430
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モニター電流(μA)電流(mA)電圧(V)モニター電流(μA)強度(mW)電圧(V)電流(mA)

Serial Number OC229484.001 Serial Number OC229654.001
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Plans

• LDの測定方法についての考察

• EDFの長さ指定

• 電源・温度コントローラー等部品選定
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Monthly Progresses and Plans
（September）

Takehiro Nishida

2006/9/26 Tue
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CW光

SOA

パルス

・パルスの利得飽和のモデル計算

パルス＆CW光

入力
キャリア密度の変化 利得の変化 CW光の変調

相互利得変調（XGM）
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・モデル計算式

（1.1）sechパルス：
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SOAの利得式：
（1.3）

（1.4）不飽和利得：
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・オイラー法
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･実行結果
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• モデル計算に関する勉強

→ パルス列を入力し、パルス幅、ピークパワー、周波数などを変え

たときの考察

→ Siegmanのモデル式を用いた検証

今後の計画
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Progresses and Plans(September)

2006/9/26
Masanori Honma
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• SMFを通した後のスペクトルの測定

• 実験構成

• LeftoverとSignal(SC発生)によるUpconvertion
の測定(角度依存性、パルス幅)

• 計画

内容
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スペクトルの測定
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図1: SMF:40cm、OPAL wavelength:1315nm
図2: SMF:40cm、OPAL power:50mW

図3: OPAL wavelength:1320nm、OPAL power:50mW

図1

図3

図2
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実験構成(1)

OPAL 

ND filter 

SMF 

microscope 

lens 
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実験構成(2)

chopper

BPF 

pin-hole 
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detector 

lens 

lens 

filter(CVI) 

ND filter 

前ページの丸で囲んだ部分の構成

chopper

BPF 

BBO 

detector 

lens 
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Upconvertion(BBO角度依存性)

Opal(1280nm) → SMF → BPF→1310nm
(Spectral slicing)
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パルス幅の測定(Opal:1290nm、150mW)

･左図がBPFなし→before spectral slicing、FWHM:135fs
SMFを通した後のパワー:15mW

･右図がBPFあり→after spectral slicing(1310nm)、 FWHM:350fs
SMFを通したBPF後のパワー:1.3mW
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パルス幅の測定(Opal:1300nm、150mW)

･左図→before spectral slicing 、FWHM:205fs
パワー:16mW

･右図→after spectral slicing、FWHM:300fs
パワー:1.5mW
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計画

• Millenia、Tsunami、Opalシステムを起動させる

練習と理解

• 注文したSMF(20、30、40cm)によるSC発生を
用いた実験(パルス幅の測定)

• BPF(1280、1290nm)、偏光BS等の注文

• 自己位相変調について勉強


